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ま
ち
を
破
壊
し
、
船
や
家
、
命

を
も
奪
っ
た
東
日
本
大
震
災
。
発

生
か
ら
１
年
を
迎
え
た
３
月
11
日
、

市
は
、
久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復

興
祈
念
式
を
市
漁
業
協
同
組
合
で

挙
行
し
ま
し
た
。
国
や
県
の
ほ
か

関
係
団
体
な
ど
か
ら
３
５
０
人
が

出
席
。
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
を
追

悼
し
、
復
興
に
向
け
て
難
局
に
立

ち
向
か
う
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

山
内
隆
文
市
長
は
「
多
く
の
支

援
の
も
と
、
取
り
組
み
が
着
実
に

進
ん
で
い
る
こ
と
に
感
謝
。
今
後

も
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
、
力
の
限

り
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
む
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
。
八
重
櫻

友
夫
市
議
会
議
長
も
「
市
と
と
も

に
、
市
議
会
も
全
力
で
復
旧
・
復

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と

言
葉
に
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

国
・
県
関
係
者
の
あ
い
さ
つ
の

後
は
、
お
お
む
ね
１
０
０
万
円
以

上
の
寄
付
金
や
義
援
金
な
ど
で
市

を
支
援
し
た
43
団
体
２
個
人
に
感

謝
状
を
贈
呈
。
代
表
し
て
宮
城
建

設
株
式
会
社
と
、
さ
か
な
ク
ン
が

受
領
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
日
付
け
で
自
主
防

災
会
を
立
ち
上
げ
た
長
内
町
の
４

団
体
に
認
定
証
を
交
付
。
高
ま
る

地
域
の
結
束
と
防
災
力
に
、
感
謝

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
岩
手
大
学
工
学
部

の
堺
茂し

げ

樹き

教
授
が
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
教
訓
と
今
後
の
あ
り

方
」
と
題
し
て
基
調
講
演
。
津
波

か
ら
社
員
と
基
地
を
守
っ
た
日
本

地
下
石
油
備
蓄
㈱
久
慈
事
業
所
の

大お
お

藤と
う

友ゆ
う

詳し
ょ
う

所
長
と
、
被
災
者
の
た

め
に
懸
命
な
活
動
を
展
開
し
た
久

慈
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
久

世
一
彦
さ
ん
が
、
自
身
の
体
験
か

ら
迅
速
な
避
難
と
助
け
合
い
の
重

要
性
を
熱
弁
し
ま
し
た
。

　

体
験
発
表
後
は
、
献
花
用
の
花

を
一
人
一
人
手
に
し
て
市
営
魚
市

場
に
移
動
。
肌
を
刺
す
厳
し
い
寒

さ
の
中
、
遺
族
な
ど
多
く
の
市
民

も
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
国
主
催
の
追
悼
式
の

様
子
も
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
中
継
。

大
震
災
の
地
震
発
生
時
刻
の
14
時

46
分
、
全
員
で
海
に
向
か
っ
て
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
一
年
―
。
海
を
見
つ

め
、
言
葉
を
発
せ
ず
に
悔
し
さ
や

悲
し
さ
な
ど
を
か
み
し
め
る
参
列

者
。
最
後
は
犠
牲
者
へ
の
思
い
を

込
め
て
献
花
台
に
花
を
さ
さ
げ
、

全
市
民
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
突

き
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

【寄付金】▶秋田県鹿角市▶秋田県能代市▶ ( 財 ) アリオン音楽財団▶荏
原環境プラント㈱▶春日野部屋▶菊原光治▶ＪＦＥミネラル㈱▶新日本婦
人の会▶ ( 財 ) 全国市町村振興協会▶ ( 社 ) 全国信用金庫協会▶ ( 社 ) 大日
本水産会▶東亜道路工業㈱▶東京書籍㈱▶日本国土開発㈱▶㈱はるやま
チェーン▶北星鉱業㈱▶㈱細谷地▶北海道弟子屈町▶水 ing( 株 ) ▶みちの
く銀行グループ▶宮城建設㈱▶㈱宮商▶公益財団法人モラロジー研究所▶
山口建設㈱▶リトアニア共和国クライペダ市
【義援金】▶アメリカ合衆国フランクリン市▶㈱イーシステム▶岩本歯科医

院▶インディアナ日米協会▶㈱ウラタ▶小千谷市民義援金▶高校生ボラン
ティアグループ・グリーンピース、ＳＥＥＤ、中学生ボランティアグループ・
ドリームズブロッコリー▶社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団▶㈱ＣＶ
Ｓベイエリア▶ジョンソン郡コミュニティ財団▶税理士法人市川会計▶曹
洞宗岩手県宗務所▶東京電波㈱▶㈱東山堂▶日軽建材工業労働組合▶日本
共産党中央委員会▶日本自治体労働組合総連合▶㈱ミゾタ▶㈱ユニバース
【支援活動】▶さかなクン

　大震災で実証された地域の絆の大切さ。大きな
被害を受けた長内町の４地区は、自らの地域を災
害から守るため、自主防災会を立ち上げました。
　これで市内の自主防災組織は 10 団体に。認定
証の交付を受けたのは次の４団体です。
▶中長内自主防災会（稲村和雄会長・加入 150 世
帯）▶下長内自主防災会（卯道勝志会長・加入
168 世帯）※同日付けで「災害時要援護者名簿の
共有について個人情報保護に関する協定」も市と
締結しました▶元木沢自主防災会（一沢明男会長・
加入 217 世帯）▶上長内町内会自主防災会（小屋
畑武彦会長・加入 407 世帯）

　活動で感じたのは地域の強い絆。
若い世代も泥にまみれ、汗を流す姿
に心を打たれました。助け合いと郷
土愛、頼もしさを感じる活動でした。

体験発表・支援活動

久慈地区災害
ボランティア

久世一
か ず

彦
ひ こ

 さん

　迅速な避難と行動で社員も岩盤タ
ンクも守ることができました。震災
後の緊急対応も速やかに実施。これ
も地元と全国の支援のおかげです。

体験発表・避難と対応

日本地下石油備蓄
㈱久慈事業所

大
お お

藤
と う

友
ゆ う

詳
しょう

 所長

　湾口防波堤など構造物は決して無
駄ではありません。また、訓練など
は継続することが重要です。心構え
と訓練の積み重ねが命を守ります。

基調講演・教訓と今後

岩手大学工学部

堺  茂
し げ

樹
き

 教授

43 団体２個人に感謝状を贈呈　※敬称略、各 50 音順長内町の４自主防災会に認定証 犠牲者への追悼と復興への決意。言葉を発せずに、さまざまな思いをかみしめる出席者

追
悼
と
決
意
―

３
月
11
日
、
久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
式
を
挙
行
。

悔
し
さ
や
悲
し
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸
に
、
犠

牲
に
な
っ
た
方
々
を
追
悼
し
、
復
興
に
向
け
て
全
市
民
一

丸
と
な
っ
て
突
き
進
む
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

あ
の″
３
月
11
日
〟
か
ら
１
年

久
慈
市
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
式
を
挙
行

犠牲になった方々の冥福を祈って献花 国の追悼式を大型スクリーンで中継

手
を
携
え
て
力
の
限
り

感
謝
と
期
待
を
込
め
て

冥
福
祈
り
、
復
興
誓
う


